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創作活動（クラフト） 

焼き板 (ポスカ ver.) 
愛川ふれあいの村の思い出を杉のキャンバスに残してみましょう。 

 

対象 小学生以上 

時間のめやす ２時間程度（小学生 100人の場合） 

持ちもの 筆記用具・軍手・新聞紙・マスク（ぜんそくの方など） 

キット内容 
杉板 90㎜×200㎜(神奈川県の間伐材を使用しています) 
金具（ヒートン）・ひも・下書き用紙 
※キットは事前にお申し込みください。費用は「薪・クラフト等申込書」をご参照ください。 

貸出品 ガスバーナー・タワシ・ポスカ 

 

①バーナーを使うときはヤケドに注意してください。 

必ず軍手をつけ、つまみとボンベ以外は触らないようにします。 

②バーナーは、たとえ火がついていなくても人に向けてはいけません。 
 

ガスバーナーで 
木の板をムラなく
焦がします。 
※前面のみもＯＫ 

ポスカで丁寧に色を 

ぬります。 

焼いた板をたわし
でこすり、すすを 
落とします。 
その後、ぞうきんで
磨いて、つやを出し
ます。 

ポスカが乾いたら、 
金具（ヒートン）と     
ひ も を つ け て 、   
できあがり！ 

下書きを、焼いた
板に描き写しま
す。（板の上に下書
き用紙を乗せ、上
から鉛筆で強くな
ぞると図案をその
まま写せます。） 

※ あらかじめ下書きを用意しておくと、時間を 
短縮できます。 

※ 板が焦げて黒くなるので、明るい色のポスカが
より目立ちます。 

※ 板には節が入っていることがあります。節を 
うまくデザインに取り込んでみましょう。 

 
※ 板を焼くことで腐りにくくなり長持ちします。また、木目や節が浮き出て美しく仕上がります。 

※ 間伐材は、木の成長を促すために間引かれた木から作られた木材のことです。この杉板は、神奈川県の間伐材を   

使用しています。 


